
平成３０年度 仙台市立東宮城野小学校いじめ防止基本方針 

改訂 平成２９年５月１日 
１ 目的      本校におけるいじめの「防止」「発見」「対応」「解決」に関する方針を示す。 

２ いじめの定義 

「いじめ」とは，「児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定

の人間関係にある他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネットを通じ

て行われるものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものを

いう（＊１）」。 

３ 基本的な考え方 

（１） いじめは，「子供集団の社会構造」に起因する。 

（２） いじめは，「子供集団の教育力」が，負の方向に働いたときに発生する。 

（３） いじめは，全ての子供，全ての学級に起こりうる。 

（４） 本校の教育目標「ともに学び合い認め合う児童」の育成を目指し，「子供集団の教育力」を正し

く発揮させる教育活動が，いじめの「防止」「発見」「対応」「解決」につながる。 

（５） そのためには，教師をはじめとした子供たちを取り巻く大人の協働的な取組が不可欠である。 

４ 具体的な取組 

（１） 防止 

① 「ともに学び合い認め合う児童」の育成を目指し，「子供集団の教育力」を正しく発揮させる教

育活動を展開する。 

ア 様々な児童がリーダーとなれる場面，認められる場面が与えられ，達成感を感じられる学

習活動を行う。 

イ 異年齢集団と関わる活動を積極的に取り入れる。（「たてわり活動」「複数学年による学習発

表会」「低学年の合同生活科」「中高学年の合同総合的な学習の時間」等） 

ウ 「いじめ」防止に向けた授業を実施する。（道徳，学級活動 等） 

ａ「いじめ防止きずな宣言」を再確認し，いじめについて考える時間を設定する。 

１ 友達に悪口を言ったり意地悪をしたりしません 

２ 友達をからかったり仲間はずれにしたりしません 

３ 友達を蹴ったり叩いたりしません 

ｂ「いじめ」に関する基本的な考え方を子供たちと確認する。 

※「悪ふざけ」「本気のけんか」と「いじめ」の違い 

※いじめている意識がなくても，それをされた本人が心身の苦痛を感じているのであれ

ばそれは「いじめ」である。 

※誰かがいじめられていたら ，助ける。または，先生や家族にそのことをすぐに話す。

そのことは，少しも卑怯なことでも悪いことでもない。直接話すことができないとき

には，どうしたらいいかについての方法も教える。 

※いじめは犯罪であり，人権侵害である。 

ｃ 年間指導計画に位置づけ，「いじめ」を受けた人への影響，いじめた側・いじめられた

側の気持ちを考える授業などを行う。 

エ 「たくましく生きる力育成プログラム」の実施 

「かかわる力」「見つめる力（気持ちコントロール）」を中心としたより良い人間関係づくり

のプログラムを継続的に実施する。 

ａ アサーショントレーニング（相手の気持ちも受け止めた上で，自分の主張もするコミュニケーションの仕方） 

ｂ 構成的グループエンカウンター（共通の課題をグループで行い，本音を表現し合い，それを互いに認め合う体験活動） 

ｃ アンガーマネジメント（怒りやいらいらの気持ちが起きたときの対処の仕方） など 



    オ 外部関係機関による出前授業の実施（例 法務省人権擁護委員会，弁護士会等） 

② 教職員の研修及び情報交換を定期的に行う。 

・年３回の「児童理解のカンファレンス」によって，教職員の共通理解を図る。 

・毎月の職員会議において，いじめ防止の取組について確認と児童の情報交換を行う。 

・毎週，児童理解のための情報共有・交換会を行う。 

③ 保護者，地域と連携した教育活動と啓発を行う。 

・生活科や総合的な学習の時間などで保護者や地域と協力した学習活動を展開する中で，様々

な立場の人と児童の関わる場を作り，児童の行動を第三者の目で把握してもらう。 

・いじめ問題に対する啓発と対応への理解・連携を目的として，いじめ防止等に対する学校の

取組状況等について積極的に保護者や地域住民へ広報する。 

（２） 発見 

① 教職員の観察 

・日常的に以下のようなことが特定の児童に継続的に見られないか観察する。 

ア 机を離す。 

イ 仲間はずれにする。 

ウ ものを隠されたり落書きされたりする。 

エ 無視されたり悪口を言われたりする 

・「いじめアンケート」（本校独自及び全市一斉）を実施し，必要に応じて児童への聞き取りと

指導を行う。結果は，校内の「教育相談委員会」に報告する。 

・３日以上の欠席や遅刻・早退，保健室利用が続いている児童については，毎月の職員会議で

状況を報告する。 

② 保護者との面談 

・家庭訪問（４～５月），個人面談（７月及び１１～１２月）での情報交換を行う。 

・いじめ対策担当（必要に応じて）による面談 

③ 第三者による相談及び観察，情報提供 

・スクールカウンセラー，学校教育ボランティア相談員，小１生活・学習サポーター，東宮城

野マイスクール児童館等から，気になる児童について定期的に情報提供を受ける。 

④ 見守り体制の強化 

・担任外教職員の定期的な見回り 

・学習・生活ボランティアの依頼（地域の方へ） 

・児童館への見守り強化と即時連絡の依頼（休日は教頭の携帯へ連絡） 

（３） 対応 

① 初期対応 

いじめを発見したり情報を得たりした教職員は，教頭，いじめ対策担当に連絡し，速やかに

複数の教職員で事実確認を行う。事実確認後，校長に報告しその後の指示を受ける。 

なお，「重大事態」（＊２）と校長が判断した場合は，直ちに仙台市教育委員会に報告し，指

示を受ける。 

② 校内で対応すると判断した場合 

「教育相談委員会」で，事実確認を行い，対応策を検討し組織的に対応する。 

③ 「重大事態」と判断した場合 

ア 学校主体となって対応する指示を受けた場合 

仙台市教育委員会の指示に基づき「東宮城野小学校いじめ調査委員会」で，事実確認を

行い，対応策を検討し，関係機関と連携し対応する。調査結果については，仙台市教育委

員会に報告する。また，該当児童及び保護者にも適切な方法で説明を行う。 

イ 仙台市教育委員会が主体となって対応する場合 



 従前の経緯や事案の特性，いじめられた児童または保護者の訴えなどを踏まえ，学校主

体の調査では重大事態への対処及び同種の事態の発生の防止に必ずしも十分な結果を得ら

れないと仙台市教育委員会が判断する場合には，学校の設置者が主体となって調査を行う

ものとする。 

④ いじめが起きたときの体制 

 行為を目撃したとき  
児童や保護者，教職員が 

いじめの情報を得たとき 

    

発見・認知 ・すぐに行為を止めさせる。

双方を別々の場所に移す。 

・状況を速やかに管理職，い

じめ対策担当に報告する。 

 ・その時点で分かる内容を整理し，

速やかに管理職，いじめ対策担

当に報告する。 

報告・連絡 ・管理職の指示を受け，双方

の聞き取りを開始する。 

 ・管理職の指示を受け，必要に応

じて「教育相談委員会」を開き，

対応を協議してから、関係者の聞

き取りを開始する。 

事実の確認  ・個別に複数の教職員で聞き取りにあたる。 

・聞き取った内容を共有し，相違点がある場合は，再度聞き取りを行う。 

・必要に応じて外部機関との連携を行う。 

事実の確定 ・聞き取った内容を基に，具体的な事実を時系列で整理する。 

 

保護者への説明 ・確定した事実について，関係する保護者に個別に説明する。 

・今後の学校の対応を説明する。 

・学校としての対応プランを提示して，被害側保護者の意向を確認しな

がら，謝罪等を含めた関係修復の場を設定する。 

指導・支援 ・該当児童同士の学習や活動における不必要な接触の回避 

 

被害児童に対して 

① 被害児童の心のケアに配慮しながら，継続的な観察と支援を行う。 

② 被害児童の保護者との定期的な情報交換 

 

加害児童に対して 

・加害児童について継続的な指導と観察を行う。 

① 加害児童の振り返りをさせる。 

② 加害行為の意味を改めて指導する。 

③ いじめたくなる等の感情が起きたときの対処法を指導する。 

④ 定期的な加害児童の観察と記録，保護者との定期的な情報交換 

 



・以前に指導したにもかかわらず「いじめ」の行為を繰り返している場

合には，他の児童の心の安定を考慮し，別室での学習指導などの対応

を取る。 

 

（４） 解決 

① 「教育相談委員会」及び「東宮城野小学校いじめ調査委員会」で，対応策を検討した事案につ

いては，校長がその解決の確認に当たる。対策を講じても解決が見られない場合は，再度委員

会で対策を検討し対応に当たる。 

② 校長が解決と判断した事案についても，当学年内は，１週間後，１か月後，学年末に当該児童

の状況について，担任から校長に報告する。 

③ いじめが継続していると考えられる事案や「重大事態」については，卒業まで「児童理解のカ

ンファレンス」にて，継続的に教職員間で情報交換するとともに，中学校へも引継ぎを行う。 

５ 組織 

（１） 教育相談委員会（委員長 教頭） 

① 構成   校長，教頭，教務主任，生徒指導主任，いじめ対策担当，養護教諭，該当学級担任 

② 活動内容  

    ア 定期的ないじめアンケート等の調査実施後の報告と対応策の検討 

    イ いじめの事案が発生した場合の対処（事実確認，対応や指導等の方針決定等） 

    ウ その他いじめの防止等に関する重要事項の検討（「いじめ防止対策基本方針」の改訂等） 

（２） 東宮城野小学校いじめ調査委員会（委員長 校長） 

① 構成   「教育相談委員会」構成員，学校評議員，PTA役員（会長等）， 

公平性・中立性を確保するために校長が必要と判断した者 

② 活動内容  ア 「重大事態」の事実確認，対応策の検討 

イ 関係機関と連携した対応 

ウ 調査結果の仙台市教育委員会への報告 

エ 該当児童及び保護者への説明。 

６ 調査 

（１） 休み時間における交友関係の観察 

① 目的  独りぼっちになっている児童がいないか把握する。 

② 内容  昼休み・業間休みのときに，誰と遊んでいたかを確認する。 

③ 方法  休み時間に以下の手順で調べる。 

・児童が休み時間にどのような集団で遊んでいるのか観察する。 

・観察を継続し，必要に応じて遊んでいた子供を記録していく。 

（２） いじめ防止等の調査 

① 東宮城野小学校学校生活アンケート 

・自分が受けているいじめに加え，友達のいじめについてのアンケートも取り入れる。 

・年３回実施し，実態をつかむとともに，いじめ防止の意識付けとする。 

② 全市一斉の「いじめ実態把握調査」 

（３） 情報共有シート 

いじめの概要について，情報の共有を図る。 

 

 



７ 公開及び改訂 

（１） 本基本方針の概要版を，学校Ｗｅｂページで常時公表する。 

（２） アンケート等の実施結果については，学校評議員会に報告する。 

（３） 本基本方針については，自己評価及び学校評議員会の意見を基に，必要な見直しを行う。 

８ 註   ＊１ いじめ防止対策推進法 第２条（いじめの定義） 

＊２ いじめ防止対策推進法 第２８条（重大事態） 

① いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命，心身または財産に重大な被害が

生じた疑いがあると認めるとき。 

② いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀

なくされている疑いがあると認めるとき。 



 

記載日 平成３０年  月  日（   ：   ）記載者        

 

１ 内容（何について）   

 

２ 情報源（誰からか）   

 

３ 時（いつか）     

 

４ 場所（どこか）     

 

５ 人（誰のことか ，誰と誰のことが） 

 

６ 何（何があったか） 

 

７ 原因（どうしてそうなったか ， きっかけは何か） 

 

８ 状況（どうなったか） 

例 けがや物の破損状況，誰がどのように見つけたか，など 時系列に書く 

 

校長 教頭 教務 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 少人数 養護教諭 

           

情報共有シート 



９ 対応・指導  未 ・ 済 （誰がどのようなことをしたか 裏面に書く） 

 



いじめ 
 
発見者 
 ↓ 
教 頭 

 ↓ 
事実確認 

（複数対応） 
 ↓ 
校 長 

   ↓重大事態 
教育委員会 

平成３０年度 仙台市立東宮城野小学校いじめ防止基本方針（概要版） 

改訂 平成２８年３月１日 

「いじめ」の定義 と 基本的な考え方 

「いじめ」とは，「児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人間

関係にある他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われる

ものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう（＊１）」。 

（１） いじめは，「子供集団の社会構造」に起因する。 

（２） いじめは，「子供集団の教育力」が，負の方向に働いたときに発生する。 

（３） いじめは，全ての子供，全ての学級に起こりうる。 

（４） 本校の教育目標「ともに学び合い認め合う児童」の育成を目指し，「子供集団の教育力」を正しく発揮

させる教育活動が，いじめの「防止」「発見」「対応」「解決」につながる。 

（５） そのためには，教師をはじめとした子供たちを取り巻く大人の協働的な取組が不可欠である。 

 

目指す姿 

ともに学び合い 

認め合う児童 

（本校の教育目標の達成） 

↑ 

子供集団の教育力を 

正しく発揮させる 

防止 

(1)「子供集団の教育力」を正しく発揮

させる教育活動 

・様々な児童がリーダーとなれる場

面，認められる場面 

・達成感を感じられる学習活動 

・異年齢集団と関わる活動 

・いじめの問題を児童自身が深く考

える機会（道徳，学級活動等での

授業） 

 

（２）教職員の研修及び情報交換 

「児童理解のカンファレンス」 

職員会議 

（３）保護者，地域と連携した教育活  

動 

対応①（学校が主体となる） 

「教育相談委員会」 

校長，教頭，教務主任，生徒指導主任，い

じめ対策担当，養護教諭，該当学級担任 

(１) 定期的な調査実施後の報告と対応策

の検討 

(２) いじめ発生時の対処（事実確認，対応

や指導等の方針決定等） 

発見 

（１） 教職員の観察 

① 日常の観察 

② 「休み時間の交友関係調査」 

③ 「いじめアンケート」 

④ ３日以上の欠席や遅刻・早退，保健

室利用者の報告 

（２） 保護者との面談（年３回） 

家庭訪問，個人面談（2 回）での情

報交換 

（３） 第三者による相談及び観察，情報

提供（スクールカウンセラー，学校

教育ボランティア相談員，小１生活・

学習サポーター，宮城野児童館等

から） 

解決 

（１） 校長が解決を判断 

（２） 解決後の校長への報告 

１週間後，１か月後，学年末 

（３） 継続したいじめや重大事態 

・ 卒業まで継続的な教職員間

での情報交換 

・ 中学校への引継ぎ 

 

対応③（仙台市教委が主体となる） 

学校主体の調査では重大事態への対処

及び同種の事態の発生の防止に必ずしも

十分な結果を得られないと仙台市教委が

判断する場合 

対応②（学校が主体となる） 

「東宮城野小学校いじめ調査委員会」「教

育相談委員会」構成員，学校評議員，

PTA 役員（会長等），公平性・中立性を確

保するために校長が必要と判断した者 


